
「多様性を受け入れる包容力のあるクラブを

 目指し、ロータリーを楽しもう」

2023-2024年度
天童東ロータリークラブ会長

　　野　川　晶　弘　

　この度、天童東ロータリークラブ2023-2024年度第39代会長を務めさせていただくことになりま
した。高橋幹事と共に一年間よろしくお願いいたします。
　さて、2023-2024年度ＲＩ会長ゴードンＲ・マッキナリー氏はＲＩテーマを、

Create Hope in the World　「世界に希望を生み出そう」
とし、「世界と自分自身の中に平和を築く」ための全てのロータリー活動の目標は、「希望を取り戻
す、希望を生み出す」ことにあると述べています。
　さらに、第2800地区ガバナー伊藤三之氏は、地区テーマを

「ロータリーを語ろう　そして　ロータリーを楽しもう｣
とし、ロータリアン一人ひとりが、自ら関わっているロータリー活動について、それぞれの立場で、
そのロータリー的意味を考え、学び、大いに語り合ってみましょう、と述べています。
　そこで、天童東ロータリークラブ2023-2024年度テーマを「ベテランと新人が融和し、ロータ
リーを楽しもう」とさせていただきました。
　我がクラブは、25人でスタートしましたが、現在は53人にまで増えました。会員の平均年齢は
64.68歳であり、私自身も62歳と、中間の世代にあたります。ここまで増えてきたのは先輩方の苦労
の賜物です。次年度会長、次々年度会長もこの平均年齢付近です。つまりこの３年間は中間の世代が
会長を務めることになります。先輩方は楽しいクラブを目標とし実践してこられました。これからも
我がクラブが発展成長していくためには、この良い雰囲気を守りつつ、若い会員の新しいエネルギー
やアイデアを取り入れていかなければなりません。新人メンバーに対しては、積極的に参加しやすい
環境を整え、異なる世代や職種のメンバー同士が交流しやすい場を提供していきます。ベテランと新
人が融和し、互いに学び合いながらクラブの伝統を守り、クラブの活性化を図っていきたいと考えて
います。
　また、ＲＩ会長は、ＤＥＩ（多様性、公平さ、包摂性）の取り組みも継続させることと述べていま
す。Ｄ＝「ダイバーシティ」は、人材の多様性を認め互いに受け入れ合うこと。Ｉ＝「インクルー
ジョン」は、人材の属性に捉われることなく平等に機会が与えられ、一体感を持って働く環境がある
こと。私は、この考え方に共感し、多様性を受け入れるオープンで包容力のあるクラブを目指しま
す。これを目指すことにより、クラブは活性化し、楽しいクラブになると考えます。
　次年度は40周年を迎えます。そのため、40周年特別委員会を設けました。これを好機と捉えて、
我がクラブはさらなる飛躍を目指します。皆様のご協力とご支援をお願いいたします。
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会 長 所 信



【 活 動 目 標 】

１．会員全員で会員を増やそう
新しい会員は新しいエネルギーやアイデアを持っています。会

員を増やすことでクラブが活性化します。目標、会員一人一名。

２．例会を充実しましょう
ロータリーは専門用語で溢れています。新人の会員が理解でき

るよう専門用語は説明しましょう。ストレスのない運営を心が

けましょう。

３．委員会を開こう
各委員会の配属は極力ベテランの中に新人を入れました。委員

会の運営についてベテランから新人に伝承してもらうために

も、委員長だけがんばるのではなく、委員会で話し合ってもら

いたい。

４．奉仕の実践しましょう
ロータリーの核心「奉仕の理念」を学び、世のため人のため、

自分に何ができるかを考え行動しましょう。

５．友好クラブ、姉妹クラブの調査、研究をしましょう
国内クラブとのマッチングを考えましょう。

６．40周年特別委員会を設けます
会員全員が一致団結し、４０周年を盛り上げ、祝いましょう。

７．例会を楽しもう
移動例会やメークアップで我がクラブのレベルアップ
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会長プロフィール

生年月日　　昭和36年３月22日

職業分類　　セメント卸

自宅住所　　〒994-0012 天童市久野本１丁目２‒３

勤 務 先　　野川商事株式会社　代表取締役社長

電　　話　　023-653-4151

Ｆ Ａ Ｘ　　023-653-0663

Ｅメール　　aki-nogawa@ngw.co.jp

〔ロータリー歴〕

２００８年　　　　　 入会

２０１３-２０１４年　　幹事・地区副幹事

２０１８-２０１９年　　ポールハリスフェロー

２０２１-２０２２年　　副会長、クラブ管理運営委員長

２０２２-２０２３年　　会長エレクト、会員増強・研修委員長
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